
 

１．１学期の終業式を迎えようとしています。 

６月２５日（日）、沖縄気象台は「沖縄地方が梅雨明けしたとみられる」と発表がありました。近畿地方の梅雨

は、まだ続くようです。 

さて、学校では、期末テストや懇談会などをおこない、１学期をまとめる時期となります。４月の入学、進級か

ら約３か月間が過ぎますが、子どもたちは、新しい学校、新しい学級、新しい学習内容などで一生懸命頑張っ

ていました。１学期の子どもの成長につきましては、後日通知表にてお伝えしますが、学校は、子どもたちが「確

かな学力」を身につけるために、毎時間、各教科共に観点別学習状況（知識・技能、思考・判断・表現、主体的

に取り組む態度）の評価を行い、一人ひとりの学習状況を把握し、個に応じた指導をおこなっています。また、

評価を指導に生かすことで、子どもの良さや可能性を引き出し、やる気を起こさせるようにしています。そのこ

とが学習評価の大切な点です。ご家庭においても、後日お渡しする通知表を参考にしていただき、お子様がよ

りよく伸びる話題と励ましの材料にしていただければ幸いです。 

７月２１日（金）からは長い夏休みが始まります。感染予防対策、熱中症予防対策をおこない、２学期始業式

には、再び元気な笑顔で子どもたちと会えることを楽しみにしています。 

 

２．「あいさつ」できる力について 

 

 

 

学習指導要領の総則には、「学校の教育活動を展開する中で、生徒に「生きる力」を育むことをめざすも

のとする」とあります。「生きる力」とは、問題解決能力や、自制心、協調性、思いやり、豊かな人間性などの

資質や能力を示すものです。このような資質や能力は、先生や同級生などから多くのことを学び、獲得する

もので、そのために学校の役割はとても大きいと思います。そして、学校は、IQ や学力テストで計測できる

認知能力（見える学力）に加えて、「忍耐力がある」とか、「意欲的である」といった、人間の気質や性格的な

ものである非認知能力（見えない学力）を培う場でもあります。しかし、一歩学校の外へ出たら、認知能力

（見える学力）以外の能力、非認知能力（見えない学力）がとても大切だというのは、多くの人が実感してい

るところです。 

大学の中退率に着目した研究では、高校時代に学力テストのみが高かった学生よりも、締め切りを守っ

て宿題を提出したり、授業中に積極的に発言したりする学生の方が、中退率が低かったとのことです。高校

時代に獲得した非認知能力（まじめさ、先生との良好な関係、計画性がある、やり抜く力がある、など）が、

高校を卒業した後も功を奏したようです。 

さて、本校では、生活委員の子どもたちが「あいさつ運動」と称して、早朝から校門付近で互いに「あいさ

つ」を交わしてくれています。また、毎週月曜日には、地域のボランティアのみなさんが津田中学校交差点

にて、登校する子どもたちに「おはようございます！」と声をかけてくださっています。「あいさつ」ができる

ことは、非認知能力（見えない学力）の要素の一つであり、「あいさつ」は、重要なコミュニケーションツール

です。心のこもった気持ちの良い「あいさつ」は、相手に思いもよらない感動や感謝、好印象を与えます。

『「あいさつ」ほど、簡単でたやすいコミュニケーション方法はない。』と言われます。積極的に「あいさつ」を

するのは、思春期の子どもたちにとって、とても恥ずかしいことと思いますが、継続して訓練を重ね、身につ

けて欲しいと思います。  

＜参考文献 中室牧子著，『学力の経済学』 Discover＞ 

 

VOL.４ 

６月２７日(火)発行 

生徒数７２０名 


